
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年１月９日                 全国一般神奈川                    第２８４（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
１
月
１
０
日 

２
０
時 

事
務
所
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
１
月
１
１
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

 

●
１
月
１
３
日 

１
５
時 

厚
木
ア
ミ
ュ
ー 

郵
政
会
議 

 

●
１
月
１
４
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

 

●
１
月
１
５
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
会
議 

 

●
１
月
１
７
日 

１
８
時 

橋
本 

ア
セ
ッ
ク
団
体
交
渉 

 

●
１
月
１
８
日 

１
２
時 

生
田 

ら
ぽ
お
る
の
樹
会
議 

 

●
１
月
２
０
日 

１
８
時 

厚
木
ア
ミ
ュ
ー 

エ
イ
ボ
ン
会
議 

 

●
１
月
２
２
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
４
回
担
当
者
会
議 

 

●
１
月
２
５
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
事
務
局
会
議 

 

●
１
月
２
６
日 

１
８
時
３
０
分 

Ｌ
プ
ラ
ザ 

県
共
闘
２
４
春
闘
学
習
会 

 

●
１
月
２
７
～
２
８
日 

１
３
時 

前
橋 

全
国
協
各
県
代
表
者
会
議 

 

●
１
月
２
８
日 

１
０
時 

事
務
所 

神
奈
川
Ｐ
Ｆ
Ｔ
・
横
浜
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
議 

●
１
月
２
８
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
４
回
支
部
代
表
者
会
議 

 

●
１
月
３
０
日 

１
３
時
３
０
分 

県
労
委 

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
県
労
委
第
３
回
調
査 

●
１
月
３
０
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

 

２
０
２
４
年
を
迎
え
ま

し
た
。
組
合
員
を
は
じ
め
、

仲
間
の
皆
さ
ん
と
共
に
新

し
い
年
の
始
ま
り
を
心
か

ら
喜
び
、
希
望
を
も
っ
て

迎
え
た
い
と
願
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
、

そ
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
で
の

戦
争
で
、
今
失
わ
れ
よ
う

と
し
て
い
る
命
が
あ
る
こ

と
に
、
ま
た
家
族
を
失
い
、

友
人
を
失
い
、
明
日
を
も

し
れ
ぬ
只
中
に
追
い
つ
め

ら
れ
て
い
る
多
数
の
人
々

が
い
る
こ
と
に
、
憤
り
と

や
る
せ
な
さ
を
禁
じ
え
ま

せ
ん
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
か
ら
丸
２
年
を

迎
え
よ
う
と
し
、
戦
闘
は

長
期
化
、
泥
沼
化
し
て
い

ま
す
。「
世
界
の
秩
序
」
や

「
法
の
支
配
」
「
民
主
主

義
」
と
い
う
「
普
遍
性
」
の

名
の
も
と
に
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
を
支
援
し
て
き
た
欧
米

諸
国
・
日
本
は
、
一
方
で
イ

ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
侵
攻
に

は
、
支
持
、
黙
認
し
、
大
量

殺
戮
を
容
認
し
て
き
ま
し

た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
支
持

す
る
根
拠
は
、
単
な
る
欧

米
諸
国
の
「
秩
序
」「
法
」

「
民
主
主
義
」
と
い
う
名

の
「
普
遍
性
」、
利
害
で
し

か
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。 

日
本
で
は
、
貧
困
の
拡

大
と
諸
物
価
の
高
騰
が
、

労
働
者
、
生
活
者
の
生
活

を
襲
い
、
さ
ら
な
る
貧
困

の
拡
大
と
生
活
の
破
綻
の

危
機
が
迫
っ
て
い
ま
す
。

岸
田
政
権
は
、
こ
う
し
た

現
状
を
顧
み
る
こ
と
な

く
、
戦
争
の
で
き
る
国
へ
、

中
国
、
北
朝
鮮
と
の
緊
張

を
煽
り
な
が
ら
、
軍
事
費

の
増
大
を
増
税
で
賄
い
、

基
地
拡
大
強
化
、
武
器
輸

出
、
そ
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ

支
援
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
殺

戮
容
認
の
姿
勢
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。
停
戦
や

和
平
の
は
た
ら
き
か
け
を

す
る
ど
こ
ろ
か
、
一
方
の

戦
争
当
事
者
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
２
０
２

４
年
は
命
と
生
活
を
守
る

取
り
組
み
、
そ
し
て
反
戦

平
和
の
取
り
組
み
が
待
っ

た
な
し
に
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
労
働
者
、
労
働
組
合

と
し
て
、
職
場
で
、
地
域

で
、
命
と
生
活
を
守
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
職
場
で
は
物
価

高
に
対
す
る
大
幅
な
賃
上

げ
を
要
求
し
、
あ
わ
せ
て

職
場
の
改
善
を
２
４
春
闘

で
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

同
時
に
、
年
金
生
活
者
、
生

活
保
護
受
給
者
等
、
あ
ら

ゆ
る
生
活
者
と
共
に
、
命

と
生
活
を
守
る
取
り
組
み

を
、
職
場
か
ら
地
域
か
ら

発
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

昨
年
、
全
国
一
般
神
奈

川
は
丈
夫
屋
の
解
雇
争

議
、
テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
の

団
交
拒
否
を
、
裁
判
、
神
奈

川
県
労
働
委
員
会
で
闘
っ

て
き
ま
し
た
。
丈
夫
屋
は

証
人
尋
問
が
終
わ
り
、
こ

の
春
に
は
判
決
が
下
さ
れ

ま
す
。
テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ

は
早
く
も
争
点
整
理
、
立

証
計
画
の
作
成
に
進
ん
で

い
き
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
年

末
、
ビ
ス
テ
オ
ン
で
組
合

員
が
不
当
解
雇
さ
れ
ま
し

た
。
不
当
解
雇
撤
回
の
闘

い
も
始
ま
り
ま
す
。
あ
ら

 

２
０
２
４
年 

 

年 

頭 

挨 

拶 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

執
行
委
員
長 

 

沢
口 

和
善 

ゆ
る
権
利
侵
害
と
闘
い
、

争
議
の
早
期
勝
利
を
勝
ち

取
り
ま
し
ょ
う
。 

２
０
２
４
年
の
取
り
組

み
は
鮮
明
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
命
と
生
活
を
守
る
」

こ
と
を
第
１
に
、
職
場
で

は
大
幅
な
待
遇
改
善
、
地

域
で
、
全
国
で
は
最
賃
の

改
善
、
社
会
保
障
の
改
善
。

そ
し
て
反
戦
・
平
和
、
脱
原

発
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。 

「命と生活を守る」ための取組みを！ 
２４春闘、反戦平和の闘いを共に進めていこう！ 

1神奈川県共闘1 2024 春闘学習会 

 
全国一般全国協議会の大野副委員長を招き、24 春闘取り組
みに向け、私たち労働者を取り巻く情勢や闘いの課題を共有
していきたいと思います。大勢の仲間の結集により 24 春闘の
闘いのスタートを切りましょう！ 

★日時：1 月 26 日（金）18：30～20：00 
★場所：神奈川労働プラザ（L プラザ）8F 第７会議室 
★講師：全国一般全国協 大野副執行委員長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２４年１月９日                 全国一般神奈川                    第２８４号（２） 

第５０次寿越冬闘争取り組まれる！ 
横
浜
寿
町
は
港
横
浜
の
発

展
を
支
え
た
日
雇
い
労
働
者

の
街
で
す
。
し
か
し
現
在
は

高
齢
化
が
進
み
生
活
保
護
世

帯
が
増
え
て
「
福
祉
の
街｣

に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

今
年
度
も
１
２
月
２
５
日

の
寿
越
冬
突
入
集
会
を
皮
切

り
に
、
１
２
月
２
９
日
か
ら
、

医
療
、
生
活
、
法
律
、
労
働
相

談
が
開
始
さ
れ
、
３
０
日
か

ら
炊
き
出
し
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
県
共
闘
は
炊
き
出
し
の

手
伝
い
を
し
な
が
ら
、
暖
か

い
コ
ー
ヒ
ー
を
出
し
て
の
労

働
相
談
を
行
い
ま
し
た
。
県

共
闘
か
ら
は
毎
日
約
５
名
余

の
仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
仲

間
、
神
奈
川
の
労
働
者
の
仲

間
が
参
加
し
て
頂
き
ま
し

た
。
ま
た
、
夜
に
は
各
地
の
パ

ト
ロ
ー
ル
等
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
１
月
３
日
ま

で
一
人
の
犠
牲
者
も
出
す
こ

と
な
く(

越
冬
実
集
約)

越
冬

を
終
了
出
来
ま
し
た
。
物
価

上
昇
で
厳
し
い
越
冬
闘
争
で

し
た
が
、
皆
さ
ん
の
多
大
な

ご
支
援
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 (

米
山) 

１
１
月
２
４
日
の
第
一
回
調
査
後
、

１
２
月
１
８
日
に
団
体
交
渉
が
行
わ

れ
た
が
、
会
社
は
会
社
方
針
の
大
き
な

変
更
を
予
定
し
て
い
る
と
し
て
、
２
４

年
１
月
に
全
従
業
員
説
明
会
を
行
う

こ
と
を
理
由
に
２
３
春
闘
の
要
求
項

目
に
つ
い
て
議
論
を
拒
ん
だ
。
今
ま
で

提
供
さ
れ
て
い
た
財
務
資
料
す
ら
提

供
さ
れ
ず
、
具
体
的
な
交
渉
に
は
到
底
至

っ
て
い
な
い
。
組
合
は
一
昨
年
前
よ
り
売

上
高
減
を
解
消
す
る
方
針
に
つ
い
て
説

明
を
要
望
し
て
き
た
が
、
そ
れ
も
同
様
の

理
由
で
拒
ま
れ
て
い
る
。
テ
ク
ノ
ウ
エ
ー

ブ
事
件
第
二
回
調
査
で
も
、
会
社
は
団
交

拒
否
を
行
っ
て
い
な
い
と
主
張
し
て
き

た
。
会
社
方
針
の
変
更
に
つ
い
て
全
従
業

テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ
事
件
第
二
回
調
査
行
わ
れ
る 

１
２
月
９
日
、
か
な
が
わ

労
働
プ
ラ
ザ
で
県
共
闘
の
第

３
３
回
定
期
大
会
が
、
委
任

を
含
め
代
議
員
数
２
４
名
中

２
２
名
の
参
加
の
も
と
開
催

さ
れ
た
。
川
端
議
長
の
挨
拶

に
続
い
て
の
、
来
賓
の
方
々

の
連
帯
挨
拶
は
全
労
協
か
ら

渡
邉
議
長
、
神
奈
川
労
働
セ

ン
タ
ー
の
内
海
氏
、
Ｊ
Ａ
Ｌ

争
議
団
の
白
井
、小
栗
両
氏
、

寿
医
療
相
談
班
の
森
氏
、
全

造
船
関
東
地
協
の
青
木
氏
の

計
６
名
。
そ
の
後
２
３
年
度

活
動
報
告
及
び
決
算
、
２
４

年
度
活
動
方
針
、
予
算
が
討

議
を
経
て
可
決
さ
れ
た
。 

大
会
で
は
代
議
員
以
外
の

参
加
も
あ
り
、
各
職
場
の
報

告
を
通
し
て
連
帯
と
県
共
闘

と
し
て
の
支
援
を
確
認
で
き

た
。
一
方
で
、
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
等
、
政
府
・
経
済
界
が
狙

う
「
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き

１
２
・
９ 

県
共
闘
第
３
３
回
定
期
大
会
開
催
！ 

方
改
革
」
に
よ
っ
て
、
労
基

法
の
適
用
か
ら
外
れ
労
働
者

性
を
奪
わ
れ
孤
立
化
し
て
い

く
労
働
の
現
場
へ
の
危
機
感

を
共
有
す
る
場
に
も
な
っ

た
。 大

会
後
、
年
末
に
緊
急
入

院
さ
れ
１
月
２
日
に
ご
逝
去

さ
れ
た
川
端
議
長
の
ご
冥
福

を
全
国
一
般
神
奈
川
一
同
お

祈
り
致
し
ま
す
。 

（
八
木
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

や
や
旧
聞
に
属
し
ま
す
が

昨
年
の
１
１
月
１
８
日
、
生

活
ク
ラ
ブ
生
協
支
部
は
新
横

浜
・
オ
ル
タ
館
に
て
第
３
６

回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。 今

回
も
来
賓
招
請
は
行
わ

ず
、
支
部
組
合
員
２
８
人
中
、

１
０
人
の
会
場
出
席
と
１
人

の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
、
１
３

人
の
委
任
で
大
会
は
成
立

し
、
予
定
議
案
が
提
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
、
役
員
選
挙
も

立
候
補
者
全
員
が
信
任
さ
れ

ま
し
た
（
三
役
は
委
員
長
：
八

木
、
副
委
員
長
：
綾
部
、
書
記

長
：
小
畑
で
変
更
な
し
）
。 

格
差
・
貧
困
が
拡
大
す
る

社
会
情
勢
の
な
か
、
消
費
生

活
協
同
組
合
に
お
け
る
労
働

組
合
と
し
て
、
競
争
原
理
に

替
わ
る
協
同
の
原
理
に
基
づ

く
職
場
づ
く
り
・
地
域
社
会

づ
く
り
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
以
前
は
遠
い
話
と

思
っ
て
い
た
執
行
部
の
世
代

交
代
に
つ
い
て
も
、
間
近
に

迫
る
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
私
た
ち
支

部
は
、
全
国
一
般
神
奈
川
の

一
員
と
し
て
、
県
共
闘
、
全
国

一
般
生
協
部
会
の
仲
間
た
ち

と
共
に
闘
っ
て
い
き
ま
す
。

今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。 

（
小
畑
） 

第
３
６
回
定
期
大
会
開
催 

 

生
活
ク
ラ
ブ
生
協
支
部 

員
説
明
会
を
行
う
ま
で
組
合
と
交
渉

す
る
意
思
は
な
か
っ
た
た
め
、
１
２
月

２
６
日
、
今
ま
で
の
課
題
お
よ
び
会
社

方
針
に
つ
い
て
説
明
を
求
め
る
要
求

書
を
送
っ
た
。
第
三
回
調
査
は
１
月
３

０
日
（
火
）
１
３
時
半
～
で
す
。
引
き

続
き
の
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
（
テ
ク
ノ
ウ
エ
ー
ブ 

清
水
） 

丈
夫
屋
地
位
確
認
訴
訟
が
、
１
２
月

２
１
日
の
証
人
尋
問
を
も
っ
て
結
審

し
ま
し
た
。
裁
判
は
解
雇
後
に
、
丈
夫

屋
側
か
ら
の
債
務
不
存
在
確
認
等
訴

訟
（
休
職
中
の
社
会
保
険
料
本
人
負
担

分
を
雇
用
主
に
払
え
）
と
し
て
始
ま

り
、
反
訴
と
し
て
地
位
確
認
等
訴
訟
を
提

訴
し
た
も
の
で
す
。
被
解
雇
者
の
組
合
員

証
人
が
、
パ
ワ
ハ
ラ
や
職
場
ぐ
る
み
の
排

除
攻
撃
を
、
証
拠
に
基
づ
い
て
リ
ア
ル
に

証
言
し
ま
し
た
。
反
対
尋
問
は
、
主
尋
問

を
そ
の
ま
ま
な
ぞ
る
だ
け
で
、
排
除
攻
撃

認
諾
で
の
職
場
復
帰
後
の
排
除
攻
撃
を
鮮
明
に
証
言 

丈
夫
屋
地
位
確
認
訴
訟
が
結
審
・
判
決
は
４
月
２
５
日 

の
実
態
を
強
調
す
る
だ
け
で
し
た
。
ま

た
、
会
社
側
は
証
人
を
立
て
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
く
の
傍
聴
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
判
決
は
４

月
２
５
日
午
後
１
時
１
０
分
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
藤
井
） 


